
問い合わせ先　政策推進課（32）3111

募集期間：1月25日（日）～2月28日（土）まで

「文化・芸術の振興」について第5回
広聴募集テーマ

今後の予定

〈回答方法〉
下記いずれかの方法でご意見をお寄せください。
①二次元コード、または下記URLを検索してLoGoフォームにて回答してください。
　https://logoform.jp/f/OogUV
②広報発行日に合わせて、町の公式LINEで意見募集について配信をしますので、
　回答ボタンから回答してください。
③意見等記入用紙を直接政策推進課の窓口にお持ちいただくか、もしくは郵送にて
　ご提出ください。様式は町のホームページにあります。

注意事項
　口頭および電話での受付はしていません。また、誹謗中傷や差別的な内容を含むもの、企業など
による営業、営利活動に関するものなども受付できませんのでご注意ください。
　お寄せいただいたご意見は募集期間終了後、町のホームページ等で公開させていただきます。

LoGoフォーム 町ホームページ

●	広報やまゆり4月号
　第６回広聴募集テーマは、「広聴で取り上げてほしいこと」についてを
予定しています。

※一部を抜粋、要約して掲載しています。

これまでに寄せられたご意見

町長コラム このコーナーでは毎号、小園町長が町民の
皆さんに届けたいメッセージを綴ります。〉〉Vol.51

地域の「人手不足」をどうするか
　役場では年４回、区長会という会議を開き、町からのお願いごとを共有したり、町内
に共通する地域課題を提起していただいています。各区長さんから毎回、地域の現場の
実情に基づいた具体的な提案を出していただいております。区内をくまなく回り、諸々
の課題について合意を得るご苦労を想像し、頭の下がる思いです。
　区長をはじめとした区役員であったり、民生児童委員等の公職、各種選挙の投票立会
人等、なり手が不足して困っているというお話をよく聞きます。「若い人の中で地域の役に立つ意識が薄
れている」という考えを聞くこともあるのですが、いつの時代も、地域活動に協力的な人もいればそうで
もない人もいて、一概に世代論では片づけられないと思います。
　ただ、社会情勢の変化は確かにあると思います。最大の問題は、「地域で動ける状況にある人」の割合
が大きく低下していることではないでしょうか。例えば、いわゆる専業主婦世帯の数は、昭和55年に
1114万世帯だったのが、令和６年には半数以下の508万世帯まで減少したとされています。私の同年代
で、いわゆる専業主婦は絶滅危惧種並みとなり、福祉系のボランティア活動が成り立ちにくくなってい
ます。また、これは大変良いことでもあるのですが、企業・団体で定年退職の年限が延び、かなりの高
齢になっても給与を得ている方の割合が高くなっており、例えばシルバー人材センターに「若い高齢者」
が集まりにくくなっているのも、広い意味での社会活動が進みにくい要因だろうと思います。
　一つ、役場の意識を変えなくてはならないと思っているのが、「町民へのお願いごとは無報酬がベース」
というところです。地域活動のために「犠牲」になるのがこれまでは「自分の時間」だったのが、今や「仕
事」に移ってきており、言い換えると報酬ありか、なしか、に変化してきています。審議会の委員報酬等
は４年前に引き上げましたが、役場のお願いごとにどう報いていくか、真剣に考える時期に来ていると
言えそうです。

令和８年２月８日執行　衆議院議員総選挙

比例代表選出議員選挙開票結果

日本共産党	 470票	 日本保守党	 182票
国民民主党	 844票	 自由民主党	 2,826票
社会民主党	 125票	 れいわ新選組	 397票
参政党	 825票	 中道改革連合	1,869票
日本維新の会	 450票
安楽死制度を考える会	 18票
減税日本・ゆうこく連合	123票
※掲載は届け出順

当日の有権者	 13,807人
投票者数	 8,282人
有効投票数	 8,129票
無効投票数	 152票
投票率	 59.98％
	 ※在外選挙人を含む

小選挙区選出議員選挙開票結果 

山口　こうじ　　候補	 434票
井出　ようせい　候補	 3,923票 
仁科　ひろき　　候補	 1,129票
神津　たけし　　候補	 2,600票
※掲載は届け出順

当日の有権者数	 13,807人 
投票者数	 8,282人 
有効投票数	 8,086票 
無効投票数	 195票 
投票率	 59.98％ 
	 ※在外選挙人を含む

きなんしまつりでは、華道や陶芸、絵画など、町内には芸能文化に精通した
皆さんが、たくさんいらっしゃることを実感しました。学校の生徒たちが、
体験できるような場面があると良いなと思います。

小学校での吹奏楽やエコールでのコンサートなど、音楽は充実していますが、美術は
MMoPのみで、接する機会が少ないと思います。特に子ども向けが少ないと感じます。町
主催の絵画コンクールや写生大会など、みんなの絵を見る機会があればいいなと思います。

食文化とコミュニティの発展として、公営でリーズナブルなカフェ＆ダイニ
ングがあると良いです。食はみんなが集えるきっかけとなり、万人を対象と
して使えるニーズの高い文化活動だと思います。

文化や芸術は、非常に素晴らしいものだと思います。実際に訪れてみると、
誰もが心を動かされるものだと思います。ただ、ちょっと敷居が高く感じたり、
年配の方向けなのかな？といった印象です。

大人から幼児まで、誰でも参加可能な音楽コンサートを開催してほしいです。
スマホやタブレットではなく、本物の音楽に触れさせてあげたいです。
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